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運動会も終わり久しぶりに花巻の自宅に戻ると、待っていたの

は田んぼの草刈りでした。

草刈りデビューの娘と 2 台の草刈り機を使って、日曜日に 4 時

間、月曜日にも 4 時間、暑い中へとへとになるまでやっても終わ

らず、結局残った分、娘が 2 時間の延長戦で片付けてくれました。

このような作業をすると時々出くわすのが空き缶やビニール袋

に詰められたゴミです。とても腹立たしく思うと同時に、子ども

たちにはポイ捨て行為は美観を損ねるだけでなく、衛生上の問題、

安全上の問題、生態系への悪影響、不快感やルール違反の増長に

つながることなどを考えさせ、捨てる側ではなく拾う側に、つま

り、「護美の人」に育ってほしいと思います。

本校では、環境衛生や美化について考えるために、毎年、5 月 30 日に「ゴミゼロ」運動を行っています。

しかし、大人が子どもたちのよい見本にならないかぎり説得力はありません。先ずは身近な大人が範を示

すことが大事なことではないでしょうか。最近、校門すぐ側の側溝にタバコの吸い殻が捨てられていてとて

も残念に思います。校門の三和土でタバコの消し跡が残っていたり、ポイ捨てする姿を子どもたちに見せた

りしたくないので、携帯吸い殻入れを利用するなどのご協力をお願いします。

※今回の 530 運動では、燃えるゴミ3.5kg、燃えないゴミ5.7kg が集まりました。


